




A Study of Transition for women’s universities as a High Educational Institution:
Past, Present and for Future
TAKAHASHI Mao
Abstract :  The First women’s universities in Japan were founded in 1948, when women were given the rights 
to study at universities as well as men.  Since then, women’s universities have contributed to girls who want 
to study at higher educational level. Moreover, by giving girls’ opportunities to university, it was considerably 
accomplished to increase in the women’s enrollment rate. In recent years, girls would go to co-educational 
universities. Once the number of women’s universities were 98 in 1998 at the top, they have decreased to 77 in 
2018. 
　In the 70 years since women’s universities were founded, they offer various kinds of subjects from literature 
to medical systems such as nursing, pharmacy and medicine, from liberal arts to acquisition of qualiﬁcations. 
Recently, women’s universities have set up the faculties to support career and lifestyles for women. 
　In this paper, I would like to discuss about the situation of women’s universities which go through the 
transition relevant to the demands of the present age. Finally, I would like to present the issues around social 
contributions and missions for women’s universities in future.
Key Words :  Women’s university, Women’s higher education, Improvement of university enrollment for Women, 
Diversity of faculty and department
要旨：女子大学が最初に創設されたのは 1948 年（昭和 23 年）であり、そこで初めて女性が男性と同
様に 4 年制大学で学ぶ権利が与えられた。以来、女子大学は女性の高等教育の受け皿として貢献して
きた。また、女子の 4 年制大学への進学の機会を供与することで、進学率の上昇に寄与することがで









1．は じ め に
21 世紀に入り 18 歳人口が激減し、大学も冬の時代が到来したといわれて久しい。その中でも、女子大学が生き
残ることは更に厳しいと言われている。





















（「女子教育ニ関スル件（明治 26 年 7 月 22 日文部省訓令第 8 号）（文部省　1981）
すなわち、普通教育において男女は差別なく受けることができ、女子の教育においては、将来の家庭教育を担
う存在であることから、女子の就学を奨励することが述べられている。また、学制が布かれたにも関わらず、学










学制開始から 35 年後の 1907 年（明治 40 年）には男子と同様にほぼ全女子児童が就学するようになった（文部省　
1981）。
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2－ 2．女子の中等教育の普及と高等女学校
女子の中等教育は、小学校教育の普及よりも困難をきたした。1872 年（明治 5 年）に制定された学制では、小
学校については女子の教育の発展や男女公平な教育の機会を与えることが考慮されたものであったが、中等教育







まず 1872 年（明治 5 年）に学制と共に、女子のための小学校の次の段階として、初めて官立の女学校が東京女学
校として設立された。その後、1899 年（明治 32 年）に高等女学校令が制定され、男子の中等学校に対応する学校















（明治 3 年）から 1882 年（明治 13 年）頃までに多く見られた。しかしながら、これらは一部の中流階級以上の女
子の教育機関であったことから、量的にも普及は極めて限られたものであった。
女子の中等教育の発展は、官立の東京女学校を経て、東京女子師範学校附属女学校が 1884 年（明治 17 年）に

























明治期の女子教育の最高教育機関は、1875 年（明治 8 年）に設立された東京女子師範学校であった。その後、
女性師範を養成するための女子を対象とした高等師範学校が各地に創設されることとなった。そして 1890 年（明





















5 官立の女子高等師範学校では、受験時においては府県知事から推薦が必要であった（1912 年（大正 2 年）以降は出身学校長の





























1947 年（昭和 22 年）にはその背景を受け、初めて東京帝国大学に 20 名の女子学生が入学を許可されたのである。
3－ 2．戦後直後（1948年および 1949年）の新制大学としての女子大学の設立
文部省は、GHQ（連合国総司令部）内にある CIE（民間情報教育局）からの指導により、1948 年（昭和 23 年）
に女子大学とキリスト教系合わせて 12 の公立、私立大学が新制大学として申請したことから、認可を行った。こ
れらの大学は、国公立大学の新設よりも 1 年早い新制大学としての発足となった（文部省　1981）。
12 大学のうち、女子大学は 5 大学であったことから、女子の高等教育を推進する政府の積極的な姿勢もこのこ
とから垣間見ることができる（表 1）。5 つの女子大学は、東京都内にある 4 校の聖心女子大学、津田塾大学、東
京女子大学、日本女子大学であり、もう一つは兵庫県内の神戸女学院大学のみであった。いずれの大学も戦前に
は英語や家政の分野で女子の高等教育機関として、女子専門学校を創設し、女子の高等教育に取り組んできたこ
とも特色としてあった。さらに、5 女子大学のうち 3 女子大学がキリスト教系の女子大学であることも特徴として
挙げられるであろう。
表 1　1948 年に設立された私立の女子大学一覧
設置形態 地域 大学名 戦前の女子高等専門学校の名称 宗教
私立 東京 聖心女子大学 聖心女子学院専門学校 キリスト教
私立 東京 津田塾大学 津田塾専門学校
私立 東京 東京女子大学 東京女子大学 キリスト教
私立 東京 日本女子大学 日本女子大学
私立 兵庫 神戸女学院大学 神戸女学院専門部 キリスト教
＊各大学のホームページを参考に筆者作成。









設置形態 地域 大学名 戦前の女子高等専門学校の名称 宗教
国立 東京 お茶の水女子大学 東京女子高等師範学校
国立 奈良 奈良女子大学 奈良女子高等師範学校
公立 大阪 大阪府立女子大学 大阪府女子専門学校
公立 高知 高知県立女子大学 高知県立女子専門学校
公立 熊本 熊本県立女子大学 熊本県立女子専門学校
私立 宮城 宮城学院女子大学 宮城高等女学校専攻科 キリスト教
私立 千葉 和洋女子大学 和洋女子専門学校
私立 東京 大妻女子大学 大妻女子専門学校
私立 東京 共立女子大学 共立女子専門学校
私立 東京 共立女子薬科大学 共立女子薬学専門学校
私立 東京 実践女子大学 実践女子専門学校
私立 東京 昭和女子大学 日本女子専門学校
私立 東京 昭和薬科大学 昭和女子薬学専門学校
私立 東京 女子美術大学 女子美術専門学校
私立 東京 東京家政大学 東京女子専門学校
私立 神奈川 相模女子大学 帝国女子専門学校
私立 愛知 金城学院大学 金城女子専門学校 キリスト教
私立 愛知 椙山女学園大学 椙山女子専門学校
私立 大阪 大阪樟蔭女子大学 樟蔭女子専門学校
私立 京都 京都女子大学 京都女子高等専門学校 仏教
私立 京都 同志社女子大学 同志社女子専門学校 キリスト教
私立 兵庫 兵庫女子薬科大学 神戸女子薬学専門学校
私立 兵庫 武庫川女子大学 （武庫川女子専門学校）8
私立 岡山 ノートルダム清心女子大学 岡山清心女子専門学校 キリスト教
私立 広島 広島女学院大学 広島女学院専門学校 キリスト教
＊網掛けの大学は、現在（2018 年 8 月現在）共学化もしくは、他大学と合併し、現存していない。
＊各大学のホームページを参照し、筆者作成。
3－ 3．新制女子大学設立以降の女子大学数の推移
2018 年 8 月現在、日本には女子大学が 77 校ある。女子大学の設立の推移については、図 1 のとおりである。
1948 年には、わずか 5 校しかなかった女子大学であったが、その後徐々に増加し、1961 年（昭和 36 年）には 40 校、
1964 年（昭和 39 年）には 54 校、そして 1966 年（昭和 41 年）には 75 校、1967 年（昭和 42 年）には 80 校にま
で増加した（武庫川女子大学教育研究所 a ,b  2018）。
その後は、共学化や女子短期大学を 4 年制の女子大学へと移行するなどして、女子大学数は増減を繰り返し
た。しかし、1998 年の 98 校をピークにその後は減少することとなる。ピーク時から見ると、現在の女子大学数は
78.6％まで減少している。
8 戦前ではなく、1946 年（昭和 21 年）に開校。
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3－ 4．女子大学数の推移と 4年制大学への女子の進学率
1948 年（昭和 23 年）に女子が大学で高等教育を受けられるようになってから、女子の 4 年制大学への進学率や
女子大学数はどのような変化を遂げたのであろうか。
1955 年（昭和 30 年）には、女子大学数は 32 校にも上る（図 1）。女子の大学への進学者数も日本政府の働きか
けにより、徐々に増加してきた頃であった。当時は、4 年制大学への男女の進学率は 7.9％であった。当時の女子
学生数は 62,564 人であり、4 年制女子の進学率は 2.4％に過ぎず、女子の進学率がごく僅かであったことがわかる。
また、4 年制大学生の中で女子学生が占める割合は 12.4％であり、およそ 10 人に 1 人しか女子学生がいなかった
ことが表 3 から分かる（武庫川女子大学 c　2018）。
女子大学設立の第 2 次ピークである 1964 年から 1969 年においては、女子大学数が 54 校から 82 校へと増加し
た。女子学生数も 92,494 人から 236,066 人となった。4 年制男女進学率も 15.5％、15.4％と 1955 年の 7.9% から約
2 倍となった（図 2）。しかしながら、4 年制女子の進学率は 5.1％、5.8％と 1955 年の 2.4% に比べると 2 倍には増
加したが、未だ女子の 9 割以上が 4 年制の大学に進学していない状況であった。また 4 年制の大学生中、女子学
生が占める割合も 15.8％、18.2％と微増でしかなかった（武庫川女子大学 c　2018）。
表 4 では、4 年制大学に進学している女子学生中、女子大学に通う女子学生の割合を示している。それによれば
1960 年には、4 年制男女学生全体の中で女子大学に進学する学生は 5.2％であった。また、女子学生全体のうち女
子大学に通う学生比率は 42.9％であり、4 割以上の学生が当時設立されていた女子大学 37 校のいずれかに進学し
ていたことになる。しかしながら、女子大学への進学率は 1960 年をピークに減少した。1969 年には、82 校と女
子大学は増加しているものの、女子大学に進学する学生比率は 34.5％となり、およそ 3 人に 1 人の学生が女子大
学に通う程度となった（武庫川女子大学教育研究所 b , c , d　2018）。












































































































































表 3　女子大学数の推移と 4 年制大学への女子の進学率の推移
（武庫川女子大学教育研究所 a ,b , c , d 2018 データをもとに筆者作成）
1955 年 1964 年 1969 年 1985 年 1992 年 1998 年 2005 年 2010 年 2015 年
女子大学数（校） 32 54 82 85 91 98 83 79 77
女子学生数（人） 62,564 92,494 236,066 414,384 636,356 863,645 1,009,217 1,077,782 1,127,372
4 年制女子
進学率（％）
2.4 5.1 5.8 13.7 17.3 27.5 36.8 45.2 47.4
4 年制男女
進学率（%） 7.9 15.5 15.4 26.5 26.4 36.4 44.2 50.9 51.5
女子学生の
占める割合（％）
12.4 15.8 18.2 23.9 29.9 35.6 40.2 42.1 44.1
図 2　4 年制大学への男女進学率と女子大学数推移
（武庫川女子大学教育研究所 a ,b , c , d 2018 データをもとに筆者作成）
表 4　全学生中の女子大学に進学する学生比率と全女子学生中に占める女子大学生の比率
1960 年 1969 年 1993 年 2015 年
全学生中
女子大学学生比率（％）
5.2 6.1 8.7 8.9
全女子学生中
女子大学生比率（％）
42.9 34.5 27.9 19.6
（安東　2017：8）
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第1次ベビーブームから約20年後の1992年には18歳人口が2,049,471人となり、第2次ベビーブームが到来する。
男女の大学進学率は 26.4％まで上昇し、約 4 人に 1 人が 4 年制大学に進学するようになった（武庫川女子大学教
育研究所 c　2018）（図 2）。1992 年には女子大学は 92 校となり、4 年制の女子学生数は 636,356 人となる（武庫川
女子大学教育研究所 a ,  b ,  c ,  d　2018）。この間に、1985 年の「男女雇用機会均等法」が施行され、女性自身が大学進
学や職業について前向きにとらえるようになったことも受け、女子の進学率は 1969 年時に比較すると 2 倍以上に
増加した。4 年制大学への女子の進学率は 17.3％となり、1969 年の 5.8％から 3 倍に増加した。全学生中、女子学
生の占める割合は 29.9％となった。1993 年当時、全女子学生中、女子大学に進学している学生の比率は 27.9％と
1969 年当時と比較すると 6.6％ほど減少した。しかしながら、全学生中女子大学に進学する学生比率は 6.1％から
2.6％増え、8.7％となった（安東　2018、武庫川女子大学教育研究所 a ,  b ,  c ,  d　2018）。
その後、女子大学数がピークを迎える 1998 年には 4 年制大学に進学する女子学生数は 863,645 人となった。男
女の進学率も 36.4％と 3 人に 1 人が 4 年制大学に進学するようになる。4 年制女子の進学率を見てみると、いま
だ 27.5％と 3 割を下回っていた。全学生のうち、女子学生が占める割合は 35.6％となり、徐々に女子学生の占め
る割合が増加したことが分かる（安東　2018、武庫川女子大学教育研究所 c ,  d　2018）。
2000 年代以降の女子大学の変化はどのようなものか。2005 年には、83 校に女子大学数が減少する一方で、4 年
制大学の男女進学率は 44.2％となり、初めて 40％を超えた。また、全学生中、女子学生が占める割合も 40.2％となっ
た。それから 10 年後の 2015 年には、4 年制大学の男女進学率が 51.5％となり、2 人に 1 人は 4 年制大学に進学す
るまでになった。4 年制大学の女子進学率も 47.4％にまで上昇した。さらに全学生中、女子学生の占める割合も
44.1％まで上昇した（安東　2017、武庫川女子大学 a , c , d , e　2018）。女子の進学率や全学生中女子学生の割合も上昇
した一方で、女子大学数は 77 校にまで減少した（武庫川女子大学教育研究所 a ,b , e　2018）。特に全女子学生中、女
子大学に進学する割合は、19.6％まで減少した。すなわち、5 人の女子学生中 4 人は共学の大学に進学するように
なり、女子学生の受け皿が共学大学に移行していったことが分かる。
4．私立女子大学の学部の変遷
女子大学が発足した 1950 年頃は、多くの私立女子大学が 1 学部もしくは 2 学部であった。東日本では日本女子
大学、西日本では京都女子大学の 2 校のみが文学部と家政学部の 2 学部で構成されており、他の 24 大学は 1 学部
で成立していた。学部の種類も文学部が 9 学部、家政学部が 2 学部、文家政学部 2 学部、学芸学部 7 学部であった。
その他は専門家養成としての薬学部の 2 学部と芸術学部の 1 学部であった（武庫川女子大学教育研究所 e　2018、
村田　1983）。
表 5　私立女子大学の学部数の推移
1950 年 1960 年 1970 年 1980 年 1990 年 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年
大学数（校） 26 30 74 78 82 90 78 74 73
学部数 28 37 94 98 110 144 155 165 178
（武庫川女子大学教育研究所 f　2018 データをもとに筆者作成）
1970 年には西日本の 2 校である武庫川女子大学が 4 学部、神戸女学院大学が 3 学部を構成していたが、他の大
学では依然として 1 もしくは 2 学部構成であった。また大学数は 1950 年の 3 倍近くの 82 校になっていたが、大
学数が増えただけで、学部は文学部（37 校）と家政学部（31 校）が主であった。一方、専門家養成としての女子
大学も徐々に見られるようになり、医学部（1 校）や看護学部（1 校）、体育学部（2 校）や音楽学部（5 校）など
特徴的な学部も創設されるようになった（安東　2017、武庫川女子大学教育研究所 e　2018）。
それから 20 年後の 1990 年には学部数が 110 となり、2000 年には 1974 年の 94 学部から 1.5 倍の 144 学部まで膨ら

















校中 14 学部、5 校に 1 校以上の割合で看護学部は設立され、次年度以降も設立予定の大学がある。看護学科とな
ると、2018 年 9 月現在で 19 学科あり、女子大学の 24.7％、およそ 4 校に 1 校にあるとされている。看護学科につ
いては、多くの大学が看護学部看護学科と 1 学部 1 学科としているが、健康保健学部といった学部の中に看護学
科を置く大学もあったため、学部数と学科数に違いがある。地域別に見ると、関東地方で 5 校、東海地方で 1 校、
関西地方で 8 校、中国地方で 1 校、九州地方で 4 校というように、約 7 割が西日本地域にある。
5．女子大学の現在－学長数の男女別割合から－
平成 30 年学校基本調査（文部科学省　2018）によると、国公私立大学 752 校のうち、男性学長は 667 人で
88.7％を占め、女性学長は 85 人で 11.3％となっている。国公立大学に限ると、177 校のうち、女性学長は 19 人で
あり、全体の 10.7％である。また、私立大学 575 校で見ると、女性学長は 66 人、11.5％となっている（表 6）。
表 6　設置形態別（国公私立）女子大学の男女別学長数とその割合
総計（人） 男性（人） 女性（人） 割合
設置形態
私立 73 51 22 30.1%
国公立 4 3 1 50.0%
　 合計 77 54 23 29.9%
（文部科学省 a：平成 30 年学校基本調査および各大学ホームページを参照し、筆者作成）
次に 2018 年 8 月現在の地域別国公私立女子大学における男女の学長数の内訳とその割合について見ていく（表
7）。北海道・東北地方では 5 校全て男性学長であった。一方で、関東地方（東京都、千葉県、群馬県）では、32
校のうち女性学長が 10 人となっており、31.3％であった。信州・東海地方（長野県・愛知県・岐阜県）では 7 校中、
女性学長は 3 校であり、42.9％となった。一方、関西地方では 19 校のうち女性学長は 6 校であり、31.6％であった。
表 7　地域別国公私立女子大学の男女別学長数とその割合




5 5 0 0%
関東地方
（東京・千葉・埼玉・群馬）
32 22 10 31.3%
信州・東海地方
（長野・愛知・岐阜）
7 4 3 42.9%
関西地方
（京都・奈良・大阪・兵庫）
19 13 6 31.6%
中国・四国地方
（岡山・広島・愛媛）
5 3 2 40.0%
九州地方
（福岡・長崎・熊本・鹿児島）
9 7 2 22.2%
合計 77 54 23 29.9%
（各大学ホームページを参照し、筆者作成：2018 年 8 月現在）
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とりわけ、兵庫県は女子大学 8 校中女性学長は 4 校であり、都道府県別で見ると、半数を超えたのはここだけで
あった。中国・四国地方では 5 校中 2 校であった。九州地方では、9 校の女子大学中 2 校のみが女性学長であり、
22.2％となった。
全体で見ると、国公私立女子大学 77 校のうち、女性学長は 23 校であり、29.9％を占めている。この割合は、全








女子の 4 年制大学進学率は、1954 年当時わずか 2.4％であったのに対して、1976 年には 13.0％にまで向上した（武






















文部科学省によると、4 年制大学の就職率 9 は、2017 年（平成 29 年）は 98.0％となっている。女子学生では、
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